産業連関表

１．産業連関表とは

産業連関表は投入産出表(Input-Output Table : I-Oとも呼ばれる。

投入（Input）というのは、財・サービスの生産のために原材料、労働力、固定資本などの生産要素が投入されることをいう。

産出（Output）というのは、産出された財・サービスが産業の生産活動、家計の消費、政府の消費、輸出などの様様な用途に向けて供給されていくことをいう。

２．産業連関表の構造

　IO表を縦にみると、各産業の投入構造を知ることが出来る。横にみると、各産業の生産物がどのような用途に向けて供給されていったかという産出構造を知ることができる。

最終需要について

家計外消費支出：企業その他の機関が支払う接待費・交際費、出張費（運賃を除く。主として宿泊費と日当）、福利厚生費
民間消費支出：家計消費支出と対家計民間非営利団体消費支出（私立学校、宗教団体、労働組合等による消費支出）
一般政府消費支出：中央・地方の一般公務、国公立の学校・病院等の消費支出
国内総固定資本形成：民間および政府による有形固定資産（耐用年数が１年以上で単価10万円以上のもの）の購入・振替
在庫純増：生産者製品、半製品・仕掛品、原材料等の在庫の増減
輸出：外国への財貨・サービスの輸出

粗付加価値について
家計外消費支出：最終需要部門の家計外消費支出と同じであるが、最終需要部門では全産業での消費額が財貨・サービス別に計上されているのに対し、粗付加価値部門では、そ　の支出額が産業別に計上されている。総額としては両者は等しい。
雇用者所得：労働の報酬として支払われる現金・現物給与の総額。役員俸給、議員歳費、退職金、通勤費、給与住宅差額家賃、社会保険料（雇用主負担）等も含まれる。自営業主所得は営業余剰に含まれここには含まれない。
営業余剰：国内生産額から総費用を控除した残額であるが、内容は営業利潤、支払利子、賃貸を受けていた使用動産の純賃貸料等からなる。
資本減耗引当：固定資本に関する減価償却費と偶発損。
間接税：財貨・サービスの生産・販売・購入・使用に関して生産者に課せられる租税および税外負担。国税では酒税・たばこ税・揮発油税・自動車重量税等、地方税では事業税・料理飲食等消費税・固定資産税等、税外負担では各種手数料等がある。なおわが国では1989年から消費税が導入されたが、1990年の産業連関表では、消費税は営業余剰に計上され、間接税には計上されていない。
補助金：製品の市場価格を低める、あるいは産業振興を図る等の目的で政府から産業に給付される金額。食料管理特別会計の一般会計からの繰入れも含まれる。間接税とは逆の働きをする。間接税ー補助金を純間接税ということがある。
３．産業連関表による「波及効果」の計算

　波及効果：最終需要額が変動した時その影響が各産業の産出額・各産業の就業者数などにどのように波及していくかを解く均衡産出高モデル。

関連の係数：

投入係数：産業ごとに生産物１単位を生産するのに原材料・燃料などとして使用される各種生産物の投入額を示している係数である。投入係数は産業連関表の各列の各中間投入額を国内生産額で割ることによって得られる。

付加価値係数:各列の粗付加価値各項目の数値を国内生産額で除すと付加価値係数表ができる。これは各種生産物１単位を生産するのにともなって生じる各種付加価値額を示している。

就業者係数：産業別の就業者数を国内生産額で割ることによって得られる。

輸入係数：産業別の輸入額 / 国内需要額、国内需要額は需要合計列（図表１では24欄）から輸出列（図表１の25欄）を引けば求められる。

国産係数：１－輸入係数。（国内需要額―輸入額）／国内需要額 を国産自給率とも言う。

国産投入係数：産業ごとに生産物１単位を生産するのに原材料・燃料などとして使用される国産の各種生産物の投入額を示した係数である。投入係数に行ごとに国産係数の各値を掛けていくと、国産投入係数が得られる。
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